
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年６月５日                NO,４８３ 

 

三峰山と河内神社 

 沼田市の北西に位置す 

る「三峰山」は、追母峰 

（９４９．４㍍）、吹返峰 

（８１０１５㍍）、後閑峰（ 

（１１２２．５㍍）の三 

つの峰からなっています。 

 山の形は台形状の山で、河内神社から頂上となる後閑峰まで

はほぼ平らな、テーブルマウンテンの様相をした山です。 

 河内神社からは沼田市街地が一望にでき、元旦の初日の出を

見に、毎年多くの人が訪れます。 

 河内神社は、河内国の領主だった宮部右馬藤原義信が沼田に

住み、平治元年（１１５９）に故郷の河内国を偲び、三峰山に           

河内国の氏神様の小祠を建て河内大明神と称しました。 

天正１４年（１５８６）に沼  

田城代の矢沢頼綱が小沢城址

を見分し、石墨から三峰山に登

り谷や山々を調べました。 

沼田城で北条氏を防ぎきれ  

なかった時、小沢城址、三峰の

山で北条氏を防ごうと考えて

いたといわれています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
８
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
主
要
国
首
脳
会
議
（
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
が
、
首

脳
宣
言
を
発
表
し
閉
幕
し
ま
し
ま
し
た
が
、
直
前
の
日
米
首
脳
会
談
で
の
沖
縄
の
米
軍
属
に
よ
る
女
性
遺

体
遺
棄
事
件
の
話
し
合
い
や
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
に
関
心
が
集
ま
り
、
サ
ミ
ッ
ト
自
体
と
し
て
は

成
果
に
乏
し
か
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。 

 

主
要
国
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
総
需
要
」
拡
大
の
経
済
政
策
か
ら
、「
規
制
緩
和
」
や
減
税
で
大
企
業

の
活
動
を
活
発
に
す
る
「
新
自
由
主
義
」
の
経
済
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
で
も
外
国
で
も

貧
困
と
格
差
が
拡
大
し
、
世
界
経
済
の
不
安
定
さ
は
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
で
も
世
界
経
済
へ
の
不
安
が
言
わ
れ
た
も
の
の
、
各
国
の
主
張
が
か

み
合
わ
ず
、「
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
」
へ
の
対
策
、
途
上
国
の
貧
困
対
策
、
国
際
的
な

テ
ロ
対
策
な
ど
で
も
十
分
な
対
策
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
、
サ
ミ
ッ
ト
の

存
在
意
義
が
薄
れ
、
新
し
い
国
際
秩
序
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 堀越けいにん野党統一群馬選挙区予定候補と伊藤たつや日本共産党比例

予定候補が、上沼須町で開かれた市民との懇談会に参加し、「平和な社会で     

だれもが安心してくらせる社会めざし、全 

力で頑張ります」と決意を語りました。 

 参加者からは、「小学校３年生で終戦をむ

かえた、子どもたちに軍事訓練を二度とさ

せないでほしい」「年金の削減を食い止めて

ほしい」など多数の意見や要望が寄せられ、

今の政治についても話し合われました。 

 利根沼田の市町村組合立の利根商の普通科設置や野球場、サッカー場の

整備などを盛り込んだ「改革基本構想」がまとめられました。 

 「改革基本構想」では、普通科の設置や野球場、サッカー場の整備をす

すめ、大学進学やスポーツに力を入れ、特色あ 

る学校づくりをすすめていくとされています。 

 利根商は、利根沼田市町村が運営する組合立 

の学校で、事業内容や財政負担などについて、 

利根沼田の市町村に十分な説明と理解を得るこ 

とが必要です。 

 利根沼田の市町村長、議長、県職員、市町村職員、経

済団体、農業団体などで構成する利根地方総合開発協会

の総会が５月２７日、利根沼田振興局で開かれました。 

 利根地方総合開発協会では、国道１２０号金精峠年間

開通などを県議会に請願などをおこなってきました。 

 研修会では、「森林・林業・木材産業の現状と課題」

についての講演がおこなわれました。 

 老神温泉で約４０万株の赤や白、ピンクのポピーが見

ごろをむかえ、訪れた人たちを楽しませてくれています。 

 ５日と１１日、１２日には「ポピーまつり」が開かれ、

摘み取り体験や新鮮野菜の販売などがおこなわれる予定

です。 

 老神温泉入り口 

の約５千平方㍍の 

そば畑で、８年前 

からポピーが育て 

られ、３年前から 

「ポピーまつり」 

がはじまりました。 


